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論

叢
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税
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け

る
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計
的
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中
世
都
市

の
獲
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農
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時
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調
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正
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度

の
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算

を
讀
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設

苑
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時
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ス
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の
分
配
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八

時

間

勢

働

削

の

浩

革
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山

本

美

越

乃

本

編

に

U
「■
Qα
8
昌

昌

臆
き

o
門

の

U
9

づ
♂
㎎

N二
巨

>
3

鷹

=昌
窃
の
二

項

N
口
嵩
∩
『

6

δ

(英

諜
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載
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U
位
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げ
o
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P
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里

[
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9
「
閃
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「
冨
モ
'
く
O
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Z
O
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口
.
に
山仕
り
)

な
骨
チ

こ

し
て

之

匡
卑

見

な
加

へ
六

る

も
の
で
あ

る
。

八
時
間
労
働

制
の
問
題

は
厭
米

に
於

て
は
久

し
き

以
前
よ
り
論

議

せ
ら

れ
、
渠
圓

に
よ
り

て
は
現
に
之
を
貴
行

せ

る
も

の
も
決

し
て
少
く
な

い
の
で
め

る
が
、
併

し

此

の
問
題

が
愈

々
勢
働
者
・の
世
界

的
の
叫
び

こ
な

っ
て
表

は

る

＼
に
至

っ
た

の
は
、
蜜

は
今
次

の
戦
争

以
來

即
ち

最
近
敷
年
来

の
こ

ご
で
あ

る
ご
補

し
て
よ

い
、
既

に
之
が
勢

働

者

の

　
般
的

の
叫

び
ざ
な

っ
て
表
は

れ
た

る
以
上

は
、
企
業
者

に
於

て
も

之

に
謝
し

て
叉

}
般

的
の
方
針
を
定

む

る
必
要

が
あ
る
が
、
併

し
國
際
問

に
産

業
上

の
競

争

の
激
甚

な

る
現
今

の
時

代

に
於
て
は
、
軍

に
少

数

の
國

の

み

が
勢
働
時
間

を
短
縮
す

る
毛
、
他

国

が
之

ご
歩
調

を

一
に
せ
ざ

る
時

は
、
結

樹
勢

塒

の
短
縮

を
断
行

せ
る
國

は

国
際
競
争
市

場

に
於

て
不
利

の
地

位

に
立
た
ざ

る
を

得

ざ

る
こ
ε

・
な

み
を
以

て
、
斯

か
る
重
大

な

る
影
響
あ

る

事
項

は
之
を
国
際
的

に
協

定
す

る
こ
ご
に
依

b
て
初

め
て
其

の
目
的

を
達

し
得

べ
き
で
あ
る
ε
云

ふ
説

が
勝
利

を

制

し
、
既

に

一
八
九
〇
年

以
來
勢
働
時
間

の
短
縮

は

国
際

勢
働
會
議

の
重
大
な

る

一
問
題

ε
な

っ
て
居

っ
花
の
で

あ

る
が
、
今

次
の
職
事

後
八
時
間
夢

助

制
の
叫
ば

る

＼
ご
共

に
再
び

一
日

の
最
長
勢

時
、
勢
時
短
縮

の
結

果
、
及

読

苑

八
野
間
醇
〃働
制
の
沿
革
・(
一)

第
†
三
巻

(第
二
號

一
Q
七
)

二
五

一

ご

..

ガ
.
.



O

説

苑

八
時
間
勢
働
制
の
滑
革
(
一
)

第
十
三
巻

(第
二
號

「
○
八
)

二
五
二

ぴ
斯

か
る
制
度
を
制
定
す

る
に
最

も
有
数

な

る
万
法

如
何
等

の
事

項
が
、
緊
切

な
る
問

題
ξ
し
て
各
國
民

の
間

に

攻
究

せ
ら

る
》
こ
巴

＼
な

っ
た
の
で
あ

る
。
.

而

し
て
之
が
攻
究

に
當

り
て
先

づ
第

一
に
逢
着
す

べ
き
問

題
は
、
『
人

は
其

の
生
活

を
支

へ
且
文
化

的

の
慾
求
を

充

た
す

が
矯

め
に
は

、
日
何
時
間

の
勢
働
を
爲
す

の
必
要

が
あ

る
か
」

蓼
の
こ
ε
で
め

る
が
、
此

の
問

題

に
封

ず

る
箸

へ
は

一
方

に
於
て
は
勢
働

の
生
産
力

弁

に
其

の
技
術
的
能
力

の
如

何

に
依

り
、
.又
他

方
に
於

て
は

各
人

の
文

化

的
慾
求

の
性
質
及

び
其

の
程
度

に
患

じ

て
著
き
差

異

み

る
の
み
な
ら
す

、
更

に
産

業
上
の
獲
達

の
後
れ
た
る
國

に
於

て
は
長
僻
問

の
勢
働
を
必
要

ε
し
、
叉
中
世

組

合
制

度
の
盛

ん
な
り

し
時
代

に
於
て
は
勢
働

は
日
出

に
始
ま

b

日
没

に
終

る
を
常

ご
し

陀
る
が
如

く

に
、
塒
及
び

厨

に
随

ふ
て
劃

一
的
な

る
を
得

な

い
。

、

ユ
　
ト
ピ
ア

初

め
て
勢
働
時
間

の
短
縮
を
圭

吸
上
だ
る
は
彼

の

「
理
想
郷
」
を
以

て
有
名
な

る
ト

ー
.マ
ス
、
モ
ー
ア
{目
さ
旨
霧

寓
亀
。
)
で
あ

っ
て
、
彼
は
其

の
著

、、¢
ε
覧
飢
.
中

に

次
の
如

き
こ
ε
を
述

べ
て
居

る
、
.即

ち
彼

の
叫
理
想
郷
島
に
於

て

は
勢
働

は

一
般

に
強
制

的
で
あ

り
、
且
特
別

の
監

督
者

を
置
き

て
凡

て
の
勢
働

を
監

視

せ
し
む

る
、
而

し
て
是

等

の
監
督
者

は
各
人

が
其

の
業
務

に
熱

.心
に
徒
事

し

、
遊

惰

に
時
を

室
費
す

る
.こ
ε
な

き
よ
う
注
意
す

る
ビ
共

に
、

叉
恰
も

牛

馬

の
如

一
に
朝

早

く
よ
り
夜
遅

く
迄
聞

噺

な
く
掛
投

に
服
す

る
こ
オ
に
因
り
て
、
温
度

に
心
身
を

疲

熱

せ
し
む

る
が
如

き

こ
ビ
な
き
よ
う

に
注
意

す

る
、
斯

か
る
温

度

の
勢
働
を
爲

さ
し
む
.る
こ
ビ
は
、
悲
惨

な

る
奴
隷

獣

態
よ

-一
も
更

に
劣
悪
な

る
も
の

で
あ

る
ご
言
は
ね

ば
な
ら

ぬ
が

、
併

し
之
は

『
理
想
郷
」
以
外

の
所

に
於

τ

は

現

に
勢
働
者

及

び
職

工
等

の
實
験

し

つ

＼
あ

る
常

態

で
あ

る
、
然

る
に
「
理

想
郷
」
に
於
て
は

一
書
夜
を

嚴
密

に

二

十

四
時
間

に
分
ち
て
内
六

時
間

を
勢
働

に
充

て
、
即

ち
午
前
中

に
三
時
間

、
正
午

に
書

食
、
食
後
二
時
間

の
休

憩

■



を
な
し
.
更
に
午
後
=
↓時
間

の
勢
働
に
徒
事
し
τ
ダ
食
ε
す
る
、
而
し
て
夜
は
八
時
を
以
て
就
眠
時
ε
し
、
睡
眠

時
間
は
八
時
間
ε
す
る
、
其

の
鯨
の
時
間
は
勉
學
、
督
樂
、
遊
戯
等
に
費
さ
し
む
る
も
、
博
奕
其
の
他
之

に
類
す

る
有
害
な
る
競
技
は
之
を
禁
ず
る
云
々
ご
。

モ
ー
ア
は
此
の
如
く
山
ハ
時
間
勢
働
制
を
理
想
さ
せ
七
が
、
現
今
交
明
國

に
於
て
は
八
時
間
勢
働
制
を
提
言
し
て

毛
ー
ア
の
理
想

に
漸
次
接
近
せ
ん
ε
し

つ
》
あ
る
こ
ε
は
、
恐
く
は

モ
ー
ア
ε
雌
も
豫
怨
し
な
か
っ
た
所
で
あ
ら

う

ざ
思
ふ
、
然
ら
ば
如
何
な
る
方
法
に
依

っ
て
入
時
間
勢
働
制
は
獲
達
す

る
に
至

っ
た
が
、
之
が
藪
に
研
究

せ
ん

ε
す
る
所
の
問
題
で
あ
る
、
八
勝
問
勢
働
制
の
揺
籃
は
濁
逸
・
英
吉
利
・
涙
淵
・
亜
米
利
加
及
び
佛
蘭
西
の
五
箇
國

で
あ

っ
て
、
其
の
獲
蓮

の
沿
革
に
於
て
既
に
国
際
的
の
性
質
を
帯

び
て
居
る
。

　

り

第
十
四
世
紀
頃
よ
b
第
十
穴
世
紀
の
終
り
頃
に
至
る
迄
は
、
濁
逸
は
鑛
業
に
於
て
は
世
界
の
模
範
國
た
る
地
位

を
有
し
て
居

っ
た
の
で
あ
る
が
、
鑛
山
勢
働

に
待
て
も
第
十
五
世
紀
の
末
項
迄
は
六
時
間
交
代
制
を
採
用
し
て
,

當
時
の
勢
働
時
間
の
制
度
ε
し
て
は
比
較
的
進
歩
し
た
る
主
義
を
ざ

つ
て
居

っ
た
、
故
に

一
四
六
七
年
に
フ
ラ
イ

プ

ル
ヒ
の
鑛
山
に
於
て
六
時
間
交
代
制
を
改
め
て
入
時
間
交
代
制
ε
な
し
た
る
時
起
は
、
勢
働
者
等
は
同
盟
罷
業

を
賭
し
て
争

ふ
た
こ
ξ
さ

へ
あ
る
、
然
る
に
其
の
後
農
奴
の
解
放
に
伴
ひ
鑛
山
勢
働
殊
に
炭
坑
の
弊
働
に
従
事
せ

ん
ざ
す

る
者
次
第
に
増
加
し
、
加
ふ
る
に
前
世
紀
の
中
葉
以
後
に
至
り
て
は
所
謂
職
業
白
油
め
宣
言
の
下
に
、
八

時
間
交
代
制
の
如
き
制
限
的
の
制
度
は
腹
れ
、
寧
ろ
定
時
外
労
働
若
く
ば
特
別
の
合
意
に
依
b
て
、
終

に
十
二
時

間
交
代
制
の
如
き
長
時
間
の
勢
働
を
さ

へ
認
め
ら
る

＼
に
至

っ
た
、
故
に

　
破
約
に
之
を
論
ず
る
塒
は
、
濁
逸
に
一

松
て
は
労
働
時
間
は
耐
會
の
進
歩
ε
共

に
却
て
延
長
ぜ
ら
れ
把
る
が
如
き
観
が
あ
る
。

、
誠

苑

入
時
間
舞
働
制
の
沿
革
(
ご

嬉
+
三
巻

(第
二
號

一
〇
九
)

二
五
三

(!)ThomasMore,TheUtopia(ed.byW.D.,,・mes),pp..IGof菖.
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、

.

読

苑

入
時
間
勢
働
刷
り
滑
革
ご

)

第
+
三
谷

(第
二
號

【
一
〇
)

二
五
四

愛
野

に
於
て
も
亦

天

王
〇
年
代
迄
は
工
場
勢
働
者
の

百

の
勢
働
時
制
は
+
二
鷺

乃
至
+
四
時
間
で
あ

っ

た
、
+
幣
問
勢
働
制
の
初

め
て
認
め
ら
れ
た
の
は
、

ヌ

三
三
年
に
幼
少
年
看

の
勢
働
時
岡
々

百

+
時
間

に
制

限

せ
る
を
以
て
嚆

矢

ご
す

る
、
次

で

一
八
三
六
年

に

は
九
歳

以
上
十
三
歳
以

下

の
幼

年
者

の
勢
働
時
間

は
八
時
間

を
以

て
限
度

ε
な
す

べ
き

こ
ご
を
定

め
し
が

、.
成
年

者

の
静

観
時
間

に
付

て
は
何
等

の
制
限
を
設

け

な

か
っ
た
、

此

の
事
は
當
時

の
泄
會
問
題

の
研
究
者

殊
に

ロ
バ
」

ト
、

オ
ー

エ
ソ

(
男
。
σ
。詳

○
"
、窪
)
及

び
ジ
ナ
ー

ζ

フ
井
ー

ル
デ

ソ

(
」』
;
閃
=
匹
ω
"じ

等

(共

に
綿

糸
布
製

浩
業

者

)
に
依
り

て
極
力
非

難

せ
ら

れ
、
彼

等
は
自

ら
進

ん
で

八

時
間
勢

働
運
動
を
計
害

せ
し
が
、
之

は
終

に
成

功
す

る
に
至
ら
す

し
て
止

ん
だ

、
フ
井

ー

ル
デ

ソ
の
政

敵

に
し
て

且

國
會

議
員

把
ウ
,し

ト

レ
ン

ス

(∩
。一■
殉
・
日
9
話
差
)
は
帯
旭
間

の
消

息
を
吾
人

に
傳

へ
て
居

る
、
即

ち

フ
井
一
」ル
デ

ソ
は
企
業
者
及

び
勢
働
者

の
提
携

に
依

り
て
、
.
一
週

間

の
最

低
賃

金

の
標

準

(
五
志

)
は
之
を
動

か
す

こ
ご
な
く

し
て
八
時
間
勢
側

側
を

確
立

せ
ん
こ
ε
に
努

め
だ
、

而
し

て
彼
は

之

に
依

り
て
生
産

を
減

少

せ
し
む

る
こ
ε
あ
b

巴
も
、
生
産

の
減
少

は
各
箇

単
位

の
儂
絡
を
騰
貴

せ

し
む

ざ
き
を
以
て

、
其

の
全

慣
格
上

に
は
人
な

る
攣
動

な

か

る

べ
き
を
信

じ
た
、
斯

e

し
て
彼

れ
の
企
て

は
夢
働

聴
聞

を
短
縮
す

る
こ
ε
に
依
り

て
、
恐
慌
等

の
場
合

に
於

け

る
生
産

物

の
償
絡

の
下
落

を
防

止

し
、
以

て
凱
働

を

保
護
す

る
ご
共

に
叉
資

本
を
も
保
護

せ

ん
`
す

る
に
在
り

し

.
も

の

、
如
く

で
あ
る
、
然

る
に
ト

レ
ン

ス
の
意
見

に

依
れ
ば
、
英

国

に
於
け

る
綿
製
品

の
生
産

の
減
少

從
て
其

の

各

箇
距
位

の
債
格

の
騰

貴

は
結

局
英

国
民

の
負
搬

を

増
加

せ
し

め
、
斯

く
し
て
其

の
能
率

の
優

れ
る
よ
り
他

国

の

勢

働
者

に
比
較
す

る
聴

は
有
利

の
地

位

に
立

て
る
英

国
の
勢

働
者

の
刺
痛
を
失

は
し
む

る
臆
至

る
を
以

て
不
可

で

み

る
ご
云

ふ
に
在

つ
泥
。



併
し
7
井
-
川
デ
ソ
及
び
ウ
ゾ
ド
を
首
鵬

こ
し
て
、

一
群
σ
製
造
業
者
等
は

一
入
三
四
年
に
八
時
間
勢
側
臥
を

、

實
行

せ
し
が
、
其
の
結
果
は
豫
期

の
如
く
に
跡
働
者
を
刺
戟
す

る
に
至
ら
な
か

っ
た
、
加
之
、
同
年
議
會

の
質
問
.

に
射
し
て
織
物
業
者
等
は
其
の
放
下
し
π
る
資
本

に
封
ず
る
充
分
の
報
酬
を
得
ん
ε
せ
ば
、
十
二
時
間
勢
働
制
は
.

絶
劃
的
に
必
要
な
る
旨
を
答

へ
、
次
で

]
八
三
⊥ハ
年
に
幼
年
者
の
勢
働
時
間
を
八
時
間

に
限
定
し
た
る
恥

に
は
、

常
時
工
場
勢
働
に
従
事
せ
る
幼

年
者

に
し
て
解
雇

せ
む
れ
た
る
者
が
甚

だ
多

か
つ
だ
、
故

に
シ
ャ

フ
ツ
ペ
リ
.1

卿

(
冒

乙

u。
冨
沖
チ
σ
二
巴

及
び
フ
併
ー
ル
デ
ソ
等

の
講
力
に
依
り
、
折
衷
的
の

一
方

注
ご
し

て

一
八
四
七
年
{八

月
八
日
の
法
律
を
以
て
、
十
八
歳
以
下
の
年
少
者
及
び
女
子
の
勢
働
は

一
日
十
時
間
以
内

ご
な
す

べ
き
こ
ε
を
規

定

せ
し
め
た
る
時

に
は
、
世
人
は
之
を
以
て

一
大
成
功
の
如
ノ＼
に
考

へ
に
の
で
あ
る
、

カ
ー
膨
、
マ
ル
ク
ス
の
如
き

さ

へ
其
の
著
『
資
本
論
」
中

に
、
此
の
成
功
は
英
国
の
工
場
勢
働
者
の
肉
騰

的
及
び
精
神
的
の
政
造
に

一
新
紀
元
を

開

く
も
の
で
め
る
`
評

し
て
居
る
、
然
る
に
今
世
紀

の
初
め
即
ち

一
九
〇

一
年
に
至
り
て
は
、
織
物
工
場

に
於
け

る
勢
働
時
間
は

一,週
五
十
充
聴
聞
宇

一
日
華
均
九
時
間

に
短
縮
せ
ら
れ
、
叉
嘗
て
ト

レ
ソ
ス
の
選
羅
隔
た
b
し
ボ

ル
.・
ソ

〔量

。
こ

及
び
フ
井
↓

デ

ソ
の
選
累
暉

㌃

し
ぐ

菱

・
(Ω
血
ず
騨コ
ニ

に
於
て
、
紡
績

工
場
に
使
僧

せ
射
る
ン
成
年
工
の
最
低
賃
金
は
、

一
八
三
四
年
頃

に
は

　
週
五
志
な
り
し
も
の
が
、
.
一
九
〇
六
年

に
は

【
週
三

十

二
志
に
迄
増
加
せ
ら
れ
泥
、
此
の
如
く
し
て
英
国
に
於
て
は
過
ぐ
る
五
六
十
年
間
に
有
力
な
る
勢
働
組
合
の
後
,

,
援
に
依
の
て
、
最
低
賃
金
及
び
勢
働

に
醤
す
る
法
復
的
保
護
の
制
度
を
確
立
す
る
こ
・し
を
得
、
今
や
八
時
間
勢
働

、

制
の
普
及
は
残
存

せ
る
唯

一
の
問
題
ざ
し
て
世
人
の
注
意
を
惹
き
つ
、
め
る
次
第
で
あ
る
。

ロ

　

.濠

.洲

に
於

て
は
入
時
間

勢
働
運
動

は
労
働

組
合

に
依

り
て
開

始
せ
ら

れ
た
こ
稠

し
て
よ

い
、
.近

世

の
藻

洲

の
経

説

凸苑

入
蝶
間
労
働
制
の
滑
革
〔
こ

第
+
三
巻

(第
二
號

一
一
一
)

二
五
五
、

、



.

"
試

苑

八
時
間
勢
働
制
の
滑
革
二

)

第
+
三
巻

(第
二
號

一
一
二
V

二
五
六

濟
的

の
獲

展

は

　
入
五

一
年

の
金

鑛

の
獲
見

"
之
を
蹄

す

る
こ
ε
を
得

る
が
、
併
し
金

の
産

額
は
其

の
後

久
し
か

果

し
譲

第
に
減
ゆ
芸

が
繕

に
、
賃
會

亦
之
葎

査

、
低
落
菩

・
を
得
な
か
っ
た
、
然
・
養

書

,
騰
落
汲
び
人
日
の
増
減

に
咽
り
て
最
も
著

き
影
響
を
愛
す
た
る
者
は
建
藻
工
で
あ

っ
π
、
彼
等

の
多
く
鳳
八
時
間

蕩

歯

噛

最
期
募

働
戦
で
あ

っ
た

天

五
三
年
の
・
.
ド
.
の
婆

工
の
同
盟
漿

の
不
成
功
に
終
れ
る
,

事

を
知
ら

ぜ

り
七
に
は

非

ざ

る
あ
、
周
團

の
事
情

は
遂

に
彼

等
を
駆

っ
て

一
八
五
六
年
三
月

メ
ル
ボ

ル
ン
に
於

て

八
時
澗
勢

働
運
動
を
起

さ
し
む
る
に
至

'、
た
、

然

る
に
該
運
動

は
圖
ら
す

も

ゼ
ー

ム
ス
、

ス

・7

フ

ン

(冒
5
窮

し∩
け①喜
.
己

な

る

「
企
業
者

に
俵
り

て
大
に
雄

健
惚
與

へ
ら

れ
た
、

ス
プ

フ
ソ
の
経
籍

せ

る
煉

琵
工
場

に
於
け

る
實

験
の
漿

糠

鞭

、
天
聴
舞

働
制
も
+
葡

勢
働
制
も
虻
ハの
箋

上
に
理
経

た
る
所
よ
り
せ
ぱ
、
殆
ご
差

異
堆
き
こ
ご
を
燈
明
せ
ら
れ
π
ご
云
ふ
こ
ご
で
め
る
、
此
の
如
く
難
築
工
専
は

「
方
に
於
て
は
八
時
間
勢
働
制
を

主
張
す
る
ピ
共
に
、
叉
他
方
に
於
て
は
建
築
界
の
鍛
呪
如
何

に
依
り
て
は
或
は
賃
金
の
低
減

は
止
む
を
得
ざ
る
こ

ぜ
、
し
て
、
之
を
承
認
す

べ
き
旨
を
宣
畜
し
た
(
而
し
て
三
週
間

に
亘
る
猛
烈
な
る
示
威
運
動
の
後
、
同
盟
の
固

守

し
た
る
八
時
間
勢
働
制
は
罷
業
を
決
行
す
る
に
至
ら
す
し
て
實
現
せ
ら
れ
た
、
即
ち

　
入
五
六
年
四
月
二
十

「

日
メ
.川
ポ
慨
ソ
め

建
築
工
専
は
李
和
の
間

に
八
時
間
勢
働
制
を
確
立
し
、
次
で

　
八
五
九
年

に
は
四
箇
月
に
亘
る

罷
業
の
後
送
に
之
を
永
久
的
の
制
度
ε
し
て
認
め
し
む
る
に
至
っ
だ
の
で
あ

を
、
故
に
此
の
日
は
深
淵
の
勢
働
史

上
に
は
記
念
す

べ
き
日
ε
し
て
現
今
に
至
る
迄
毎
年
記
念
の
祀
典
が
行
は
れ
、
政
府
も
亦
之
を
公
の
祀
祭
日
の

一

に
加

へ
た
、
斯
く
し
て

一
八
七
三
年
に
は

　
ユ
ー
ジ
ー
プ
ソ
ド
の
議
會
は
、
幼
年
者
及
び
女
子
の
八
.時
間
勢
働
制

に
謝
し
て
法
的
敷
力
を
認
め
、型

　
八
七
四
年

に
は

ビ
ク
ト
リ
ア
も
亦
此
の
例

に
倣

ひ
、
更
に

一
九
〇

↓
年
以
後
は



重

ー
ジ
ー
ラ
ソ
ド
に
於
て
は
、
成
年
男
子
の
勢
働
時
間

は

一
週
四
+
八
時
間

　
日
季
均
八
時
間
四
分
の
三
、
女

子

の
労
働
時
間
は

一
週
四
+
五
時
間

一
日
雫
均
八
時
間
四
分
の

一
ε
な
す

べ
き
旨
を
規
定
し
た
。

-

濠
洲
に
於
て
八
時
間
勢
働
制
の
此
の
如
く
早
く
よ
り
行
は
れ
た
る
所
以
は
、
要
す

る
に
次
に
述
ぶ
る
が
如
き
理

由
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ラ一
氣
候
温
暖
な
る
が
爲
め
に
屋
外
嬰
働
を
圭
ε
す
る
者
は
勿
論
、

屋
内
に
在
り
て
も
火
邊

の
勢
働
に
從
蕩
す

る

(
者
は
夙
に
夢
働
時
閏
の
短
縮
を
希
望
し
、
彼
.等
の
目
標

ε
す

る
所
は
八
時
間
乃
.至
九
時
間
労
働

に
あ
り
た
る
こ

ε
、

ラニ
勢
働
時
間

の
短
縮
の
爲
.め
に
似
合
賃
金
を
減
少
せ
ら
.る
」
が
如
き
こ
ご
あ
り
ε
も
、
其
の
目
的
を
貫
徹
せ
す
ん

(
ば
止
ま
ざ
る
不
撓
不
屈
の
精
神
を
有
し
た

る
こ
`
、

ラ三
長
時
間
の
勢
働
及
び
劣
等
な
る
生
活
状
態
に
憐
れ
た
る
外
来
移
民
の
入
園
を
拒
絶
し
陀
る
こ
ご
、

N四
製
造
品
の
輸
出

に
乏
し
く
又
輸
入
品
は
運
賃
高
き
が
爲
め
に
其
の
贋
格
の
不
廉
な
る
こ
ご
、

N五
議
會

ε
勢
働
組
合

の
益

々
接
近
せ
ん
ε
す

る
傾
向
あ
り
し
こ
ε
、
從
て
都
會
に
於
け
る
中
央
勢
働
團
艦
は
恰
も

(
勢
働
に
關
す

る
顧
問
た
る
が
如
き
蜆
を
呈
し
、
其
の
権
利
は
固
よ
b
之
を
侵
す
こ
ε
な
き
も
議
會
に
甥
し
て
少

か
ら
ざ
・る
勢
力
を
有
し
π
る
こ
ε
、

以
上
諸
種
の
理
由
に
依
り
濠
洲
に
於
て
は
比
較
的
早
く
よ
り
入
時
間
勢
働
制
の
實
行
を
見
る
に
至

っ
た
も
の
で

め
る
。

　

　

米

國

に
於

て
は

一
機
械
師

に
し
て
叉
枇
會
歌
良

家

の

　
人
た
う
し
イ

ラ
、

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

(H鎚

も∩
8
二
・弩
8

に

親

苑

八
時
間
労
働
制
の
沿
革
〔
一)

第
†
三
巻

(第
二
號

一
=
二
)

二
五
七

ぎ

可



」

説

苑

八
時
間
労
働
制
の
沿
革
(
一
)
、

第
十
三
巻

(第
二
號

一
】四
)

二
五
入

依
り

て
、

一
入
五
〇
年

に
初

め
て
八
時
間
勢

働
運
動

な

る
も

の
が
開
始

せ
ら
れ

た
}
彼

れ
は
實

に
八
時
間
勢

働
狂

・(..国
管

↑
ぎ

冥

目
o
蓉

三
巴
一…舅
、.)
.ε
樗

ぜ
ら

る

㌧
程

此

の
問
題

に
射
し

て
は
熱

心
な

る
運
動
者

で
め

っ
た
、
彼
れ

の
運
動

は
其

の
後
ヂ

ョ
ー

ヂ
、
マ
ソ
ク
ネ

ー

ル

(Ω
き
磁
。
竃
〔乞
。ヨ
)

ガ

ソ
ト

ソ
漱

授

(中
。
瞥

9
剛三
。
已

及
び

ソ
ル
ヂ

(弼

〉
・
u。
。
「σq
①
)
等

に
依

り
て
織
飛

せ
ら
れ

し
が
、
共

の
主

張

の
要
黙

は
勢

働
時
間

の
短
縮

は
多

数
の
無
職
者

に

撤

し
て
職
業
を
與

ふ
る
機
會

を
開

く
を
以

て
必
要

で

あ
る

ε
云

ふ
に
在

る
、
從
て
彼

れ
の
説

に
掠
れ
ば
入
時
間
勢

.

働
制
を
採
用

し
て
從
來

竃
同

一
の
生
産

の
結

果
を
得

ん
巴
徹
せ
ば
、
更

に
.多

ぐ

の
人

を
使
用

せ
ね
ば
な
ら

漁
-し
云

.

ふ

こ
ピ

ン
な

る
が
、
之
は
結
局

八
時
間

勢
働

制

は
生
産

を
減

少

せ
し

め
、
生
産

の
減

少
は
債
格

を
騰

貴

せ
し
む
ξ

云

ふ

　
般
企
業
者
側

の
主
張

ピ
相

合

致
す

る
も

の
で
あ

っ
て
㍉
共

に
生
産

の
減

少

ご
云
ふ

こ
ざ
が
根
柢
を
成

し
て

居

る
、

然
る
に
此

の
種
め
議

論

は
其

の
後
勢
働

階
級

の
生
活
程

度
を
高

め
し

め
ん

ご
徹

せ
ば
、
賃

金
問
題

に
關

し

て
毛

更

に
新

た
な

る
聡
察

を
必

要

ε
す

る
ε
云

ふ
説
の
爲

め
に
款
第

に
其

の
形
を
潜
.め
」
換
言
せ
ぱ
勢
働
時
間

を

短
縮
す

る
こ
ご
は
賃
歪
む
筒

む

る
所

以

で
あ
る
,し
の
説
が
勝
利

を
制
す

る
に
至

つ
だ
、
斯

く
し
て

一
.八
⊥
ハ
三

年
に

ボ
・ス
ー・
ソ
に
開

か
れ
た

る
勢
働

組
合

の
會
議

に
於
て
は
、
此

の
論
撮

に
立
ち

て
八
時
間
勢

働
制
を
要
求

し
、
翌

…

八
六

四
年

に
創
立

せ
ら

れ
た
る

勢
働

改
頁
會

(
H・}
母

国
Φ
背

き

}
い8
。
す
叶δ
菖

及

び

}
八

六
五
年

に
組
織

せ
ら
れ

だ
る

マ
サ
チ

ュ
セ
ッ
ツ
八
時
間
勢

働

同
盟

(O
茜
巳

国
凶σq
窪
-
=
o
霞

目
2
σq
霧

島

寓
p
圏
霧
ぎ

㎝Φ
留

)
は
密
【に
該
運

動

の

中
堅

{
な

っ
た

の
で
あ

る
.

一
八
⊥
ハ
六
年

に

バ
〃
チ

モ
ア

ー
に

開

か
れ
た

る
全
國
労

働
會

議

の
主
な

る
議
題

も
亦

八

時
間

勢
働

制

に
關
す

る
問
題

で
あ

っ
た
、
該
省
議

に
於
て
は

う
ッ
サ

レ
」
の
流

を
汲

の

る

一
凋
逸

人

シ
ュ
レ

、ー
ゲ

ル

(鮪
一轂
撃
こ

の
動
議

に
依
り

て
國

氏
労
働
蕪
■
(区
p
[δ
目
凹

ピ
9
げ
自

℃
霞
ぐ
)
な

る
も

の
を
組
織

せ
ん

こ
巴
を
決
議



'

し
.
而
し
て
其
の
第

一
の
目
的
ご
す

る
所
は
、
八
時
間
勢
働
制
を
閣
法
を
以
て
認
め
し
め
ん
ε
す
る
に
あ
り
し
も
、

其
の
結
果
は
豫
期

の
如
き
成
功
を
牧
む
る
こ
ε
が
出
来
な
か
っ
た
、
唯
僅

に
或
州

に
て
は
強
制
力
な
き
規
定
注
し

て
之
を
認
め
、
又
或
州

に
て
は
常
事
音
聞

に
反
封
の
合
意
の
存
せ
ざ
る
限
り
は
、

一
日
の
勢
働
時
間

は
八
時
間
ど

看
做
す
旨
の
規
定
を
設
け
た
る
位
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。

.

然
る
に

一
入
六
八
年
に
至
り
て
国
民
勢
揃
同
盟

〔割
註
。
匿
一
門
浮
。
〔
ご
巳
8
)
は
聯
邦
政
府
の
使
傭
人
及
び
勢
働

者
に
謝
し
て
八
時
間
勢
働
制
を
公
認
せ
し
む

る
こ
`
に
成
功
し
、
翌

一
八
六
九
年
以
後
に
は
各
地
に
新
た
に
八
特

問
弊
働
同
盟
な
る
も
の
が
組
織
せ
ら
れ
、

一
八
七
二
年
五
月

に
は
紐
育

の
建
築
工
専
は
数
箇
月

に
亘
る
同
盟
幾
業

の
後
、
終

に
八
時
間
勢
働
制
を
確
認
せ
し
む
る
こ
ε
を
得
た
が
、

一
八
七
三
年
の
恐
慌
は
米
国

の
勢
働
組
合
制
度

を
根
柢
よ
り
動
擁
せ
し
め
、
所
謂
革
命
的
勢
働
運
動

(ヵ
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o
耳
剛o
話
蔓

。。遠
島
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房
3
)
の

一
大
波
瀾
は
同
年
以
後

約
十
箇
年
間
全
米
國
の
勢
働
者
の
思
想
を
支
配
せ
る
が
爲
め
に
、
八
時
間
勢
働
運
動
の
如
き
局
部
的
の
問
題
は
自

然
閑
却
せ
ら

る
玉
こ
ξ
Σ
な

つ
だ
、
併
し
此
の
如
き
攣
態
は
決
し
て
永
く
続
く

べ
き
も
の
で
な
ぐ
、
瀧
に
米
国
勢

ロ

働

同
盟

(〉
旨
。膏

曽

悶
a
2
註
o
詳
o
h
日
pげ
。
「
)
の
組

織
を
見

る
に
及

ん
で
勢
働

運
動
は
蛮

に

一
憩
…期

を
劃

し
、
殊

に

之

が
指
導
者

た
る

ア
ド

ル
フ
、
ス
ト

ラ
ッ
セ

ル

(
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氏
及

び

サ

ミ
ュ
エ
ル
、
ゴ

ム
パ
ー

メ

(し∩
窪

F邑

O
o
ヨ
b
①「巴

氏

寺

の
努

力

の
下

に
、
米
国

の
.勢
働

組
合

運
動
は
弦

に
再

び
英
国
風

の
組
合

主
義

に
立
締

る
こ
ε

＼

な

っ
た
、
斯
く

し
て

一
八
入
四
年

に
は
新

勢
働
同
盟

は

八
時
間

勢
働
制

を
確

立
せ
ん
が
短
め

に
、

「
八

八
六
年

五

月

一
日
を
期

し
て
総

同
盟
罷

業
を
決
行
す

べ
き

こ
ε
を
決

議

せ
し
が
、
該
罷

業
は
假
令

一
時
的

た
り
し

ε
は
云

へ

約

一
萬

三
千

人

の
勢
働
者

に
謝

し
て
豫
期

の
結
果
を
齎

し

た
、
其

の
.後

一
八
八

八
年

に

セ
ン
ト
、
ル
ト
イ

ス
に
開

か

説

菟
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π
る
該
勢
働

同
盟

の
會

議
に
於
て
、

木

工
等

の
熱
烈

な

る
希

望

に
依
b

】
八
九

〇
年
五
月

一
日
を
期

し
て
、
新

た
に
八
時
間
勢
働

制
を

】
般
的

に
採
用

せ
し

め
ん

ε
す

る
示
威

運
動
を
爲

さ
ん

こ
ε
を
決
議

し
、
輩

に
初

め
て
入

聴
聞
勢
働

制
は
米
國

の
輿
論

ε
な

る
に
至

つ
陀
の
で
あ
る
。
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コ

佛
國
に
於
て
は

「
八
八
九
年
頃
迄
は
入
游
問
勢
働
組
題
は
未
だ
多
く
世
人
の
注
意
を
惹
く
に
至
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
が
、
同
年
七
月
巴
里
に
於
て
耐
會
主
義
者
の
国
際
會
議
の
開
か
れ
た

る
際

に
、
労
働
蕪
の
代
表
者
等
も
亦

該
會
議
に
列
席
し
、
其
の
席
上

に
於

て
偶
ま
此
の
問
題
が
附
議
せ
ら
れ
、
該
會
議

の
決
議
事
項
中
に
加

へ
ら

る
》

こ
ご

＼
な

っ
た
の
で
あ
る
、
即
ち
其

の
決
議
箪
項

ε
し
て
は
、

一
日

の
勢
働
聴
聞
を
八
時
間
ご
な
す

こ
ε
を
法
律

を
以
て
規
定
せ
し
む
る
矯
め
に
、
世
界
各
国
の
勢
働
者
は
日
を
期
し
て
同
時
に

一
大
国
際
示
威
運
動
を
開
始
す
る

事
、

一
八
九
〇
年
五
月

一
日
を
以
て
米
国
勢
働
同
盟
は
同

一
の
目
的
の
爲
め
に
示
威
運
動
を
爲
す

べ
き
こ
ε
を
、

嚢
に
セ
ン
ト
、

ル
ー
イ
ス
の
會
議
に
於
て
決
議
し
居
れ
る
を
以
て
、
此
の
日
を
期

し
て
前
述
の
國
際
的
示
威
運
動

日
ε
な
す
事
、
示
威
運
動
の
方
法
等

に
關
し
て
は
餐
國
其
の
國
の
国
情

に
最
も
能
く
適
合
せ
る
方
法
を
攫
む
事
等

で
あ
っ
た
、
斯
く
し
て
無
産
者
階
級

の
此

の
運
動
は
佛
國

に
於
て
も
爾
來
約
三
十
年
間
綴
績
し
夾
め
、
之
が
爲
め

に
は
少
か
ら
ざ
る
犠
牲
を
撹
ふ
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
漸
く
積
年
の
目
的
を
遽

し
前
途

に
曙
光
を
認
む
る
こ
ε
を

得

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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